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　今月は，『ISASニュース』30周年特集号をお届けします。
『ISASニュース』は，1981年4月に，東京大学の宇宙航
空研究所が，大学共同利用機関として独立して宇宙科学
研究所（Institute of Space and Astronautical Science：
ISAS）が創設されたのを機に創刊されました。その後，宇
宙研は，2003年に宇宙航空研究開発機構（JAXA）に統
合されて宇宙科学研究本部となり，またJAXA月・惑星探
査プログラムグループの立ち上げ，そして昨年4月の宇宙
科学研究所への名称復帰という変遷をたどってきました
が，『ISASニュース』はその間ずっと諸先輩の変わらぬ熱
意により発行が続いてきました。
　この30年間に科学衛星・探査機では，太陽観測衛星

「ひのとり」（創刊より2 ヶ月前の打上げでしたが）から金
星探査機「あかつき」に至る22機の打上げがあり，それ
らの打上げロケットはM-3SからM-Ⅴ時代を経て，最近
ではH-ⅡAに変わっています。『ISASニュース』は，これ

らに観測ロケットや大気球なども加えた多くの実験の記録
であるだけでなく，それに携わった，あるいはそれらを見
てきた方々の人間模様の記録でもあります。
　今回30周年に当たり，創刊当初から編集に携わって
こられた方々にこの30年を振り返っていただくとともに，
編集委員が手分けして，さまざまなコラムや特集の歴史
をそれぞれの切り口でまとめてみました。幸い現在では，

『ISASニュース』は創刊号から最新号まで，すべてを宇宙
研ホームページからご覧いただくことができます（http://
www.isas.jaxa.jp/ISASnews/）。今回の特集が，『ISAS
ニュース』を読み返していただくきっかけとなり，また手
引書代わりになればと願っています。古くからの読者の皆
さまには昔の記憶を呼び戻すよすがとして，若い読者の
方々には書いた人の顔が見える歴史資料として，共に未
来を考えるきっかけとしていただければ幸いです。

（むらかみ・ひろし）

村上 浩 ISAS ニュース編集委員長宇宙科学研究所，
そして『ISASニュース』の30 年

周年



　『ISAS ニュース』が創刊 30 周年になります。
　節目ごとに特集号を組んできましたが，創刊号（1981 年
4 月号）では初代編集委員長・平尾邦雄先生のごあいさつ
があり，創刊の趣旨として「宇宙科学研究所を利用して宇宙
科学（理学・工学の総称）の研究を行う方々に交流の場を
提供し，これによってさらに広範な方々に宇宙科学に対する
理解を深めていただく」と述べていらっしゃいます。先生が
長らく温めていらした構想を実現したもので，編集委員会に
は万難を排して出席なさるなど，ご熱意には非常なものがあ
りました。
　100 号（1989 年 7 月号）は，日ごろ宇宙研を見守ってい
てくださる方々からの寄せ書きで構成しました。私は 3 代目
の編集委員長として，唐様で貸家札を書くこともなく無事務
めていられることを皆さまに感謝するとともに，何がしかの
評価をいただいている理由として，｢ 第一は，宇宙研に関連
する研究者の層の厚さ，多彩さです。第二は，研究者自身の
手による編集ということです。公式の情報は一方の柱である
所内広報に任せ，一種治外法権的な自由を享受してきました。
情報の選択は恣意的であり，興味本位であります」と述べて
います。このことは今もって当てはまると信じています。
　200 号（1997 年 11 月号）では，創刊から100 号に至る
までの宇宙科学興隆期の事績を前文で概観し，さらに 100
号から 200 号までの宇宙研の歩みを振り返ってみました。
絢爛多彩な内容でした。ただ，兵站線は伸び切り，問題が顕
在化しつつあった時期でもありました。
　私は創刊から 2000 年に所長に就任するまで編集に関わり
ましたが，これらの間の思い出を点描してみましょう。
　いずれも比較的早い時期でのことですが，横浜こども科学
館の会報で「研究所広報の世界に『ISAS ニュース』が革命
をもたらした」と紹介されたことがあります。同様に，メデ
ィアの論説委員の方々との懇談会の場で，ある通信社の方が

「編集部一同からの敬意をお伝えします」とおっしゃってくだ
さったのも，大変うれしい経験でした。

　執筆者の方々はとても協力的で（危ない人にはこちらもそ
れなりに用心しますが），締め切りに本当に間に合わなくなっ
たのは私の経験ではお二人だけでした。穴埋めに私が「研
究紹介」を書く羽目になりました。
　「研究紹介」（269 号，2003 年 8 月号から「宇宙科学最前 
線」）はこのニュースの華です。特に，プロジェクトの成果を
総集した特集号は大変貴重な文献です。前々からの懸案で
すが，これらを取りまとめるような企画が欲しいものです。
　「東奔西走」には，私自身が傑作と信ずる「おもにパドヴ
ァの記」（8 号，1981 年 11 月号）以降何回か寄稿しています。
旅を二度楽しめる趣があって，私の好きな欄です。旅も，番
外の交流も楽しいものですが，本務を十分に果たした上であ
ることが少なくとも行間ににじむように，執筆者の方は気を
配ってくださったはずです。
　100 号では，「おおすみ」のころのさるメディアの在り方を
厳しく論難する寄稿をいただきました。このときは，私が「波
風も治まっているところなので……」と，論調を和らげてい
ただきました。どちらにとっても不本意なお願いで，申し訳
なかったと思っています。
　編集委員会は，誌面の編集のみならず宇宙研あるいは宇
宙開発全般についての情報交換・意見交換の場でした。宇
宙研のような小さな所帯では，廊下での立ち話もそうですが，
このような不定型な情報交換の効果には大きなものがありま
す。もっとも中には「廊下で目が合ったのが運の尽きで，仕
事が増えました」などと申す輩もおりますが，このことに辞
令が必要かどうかは，専門家の研究に委ねたいと思います。
　さて，200 号以降 2003 年に私が宇宙開発委員会に去る
までの間も，誠に多端でした。
　2003 年新年号（262 号）の私のごあいさつから引用しま
す。「今年の10月からの新機関の発足が確定しました。（中略）
昨年は所員一同統合の実務に追われ，今年も前半は間違い
なくそうなるでしょうが，これはいずれも宇宙科学の将来の
大発展へ向けてのコストと思いたいものです。さて，その本
業ですが，M- Ⅴの復活により今年から堰を切ったように科
学衛星の打上げが始まります。（中略）宇宙科学研究所の輝
かしい伝統に一区切りつけるのであるから，感慨もひとしお
である，とも書けますし，伝統をさらに発展させるためにも，
その第一歩である MUSES-C の打上げに向けて平静に全力を
傾注したい，とも結べます。どちらも本当です。」
　コストは回収されたのか，回収しつつあるのか。固体ロケ
ット技術の維持はどうなっているのか。MUSES-C 転じて「は
やぶさ」の強運で補った部分を次はどう始末するのか。これ
らは往時の宇宙科学研究所としての気掛かりの行く末です
が，今後とも，JAXA 発展の原動力の一つとしての宇宙研の
姿を，誌面を通じて知りたいものです。
　混沌の世ではありますが，所長の年頭のあいさつは，毎年

「今年は例年になく大変」だったはずです。
（まつお・ひろき）
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『ISASニュース』 
創刊30周年に寄せて
第3代編集委員長 
松尾弘毅



　日本経済新聞社の論説委員だった鳥井弘之さんが，定年
後に東京工業大学に移られたころ，「私のところにはいろいろ
な機関のパンフレットやニュースが毎月届きます。たいてい
封も切らずにごみ箱入りなのですが，『ISAS ニュース』だけ
は必ず目を通してファイルにとじます」と語ったことがある。

「『ISAS ニュース』は宇宙研の活動全体を眺めて生き生きと
息吹を伝えてくれています。研究者自身が心を込めて編集し
ているからでしょう。素晴らしいですよ」——『ISAS ニュース』
に寄せられた，お世辞抜きの賛辞だったと思う。
　初代編集長の平尾邦雄先生から，1981 年に宇宙科学研究
所発足に際して「ニュースを発行したい」と相談を持ち掛け
られたとき，「理学からは牧島一夫くんを呼びましょう」とい
うことで，平尾教授室で 3 人でシコシコと話し合いをしたの
が，昨日のことのような気がする。あれから 30 年もたったな
んて……。毎号のニュースの構成は，そのころじっくりとあ
らゆる角度から検討を加えて決めたので，基本はそれほど変
わっていない。『ISAS ニュース』の初期の編集委員が寄り集
まって，『翔べ科学衛星「ひのとり」』（三省堂選書）を執筆
したとき，柳沢正久君が「この本が出版されたら，印税がガ
バガバ入ってきて，×××を持つことができるでしょうかね」
と，ばかなことを言っていたのを，今懐かしく思い出している。
　機関誌は「紙の弾丸」といわれる。現在の機関誌は，組
織のホームページとコンビを組む。速報性を要求される記
事はホームページに一日の長があるが，機関誌を時系列に沿
ってたどるとその組織の沿革を系統的に追うことができるよ
うにしておくことが大切で，『ISAS ニュース』はその点に細
心の注意を払ってきたといえる。だから「はやぶさ」につい
て最初に執筆され，非常に正確な描写で評判となった『はや
ぶさ−−不死身の探査機と宇宙研の物語』（吉田 武，幻冬舎
新書）が，『ISAS ニュース』の記事とホームページに公式に
発表された記事だけをもとにして執筆されたと聞くと，あら
ためて『ISAS ニュース』の編集方針の一貫性のすごさが浮
かび上がってくる。
　『ISAS ニュース』という名前にするか，あるいは『ISAS か
わら版』にしようか，平尾先生とほかの若いメンバーで少し
もめたが，最後は編集長が折れた。「宇宙科学最前線」は
かつては「研究紹介」という欄だった。プロジェクトの進行
状況を描く「ISAS 事情」は，いわばニュースの核心部分で，
研究者が直接ピックアップしているだけに，実に活動を忠実
に漏れなく追っている。以前は時々，宇宙研以外の内外の宇

宙関連のニュースが，記事の空白を埋めるために「風のまに
まに」というコラムとして執筆されていた。
　日本の研究者たちが海外に飛んでどのように外国の人々と
切り結んでいるかが，最初のころから「東奔西走」の欄で紹
介されている。「南船北馬」にしようかという意見もあったが，
こちらはどうも「東奔西走」とはまったく意味が違うというこ
とになって落着。宇宙研には隠語みたいな言葉が内部で使わ
れているので，それを説明したり，宇宙についての豆知識を
解説するために「小宇宙」というコラムもあった。またテー
マを決めてそれを連載で読んでもらうための「シリーズ」も
のも評判だった。それは現在に受け継がれている。
　そして，かつていつも最後のページを飾っていたのが「い
も焼酎」というエッセイ欄である。元・学術会議会長の近藤
次郎先生に電話で「いも焼酎」への執筆をお願いしたとこ
ろ，「オレはそんなに酒飲みに思われてるのか」と嘆かれた
ことがある。そのときは「そうではありません」と説明して
事なきを得たが，高野　先生にお願いしたときは，しくじった。
送られてきた原稿にはきっぱりと「いも焼酎」というタイト
ルが付けられ，焼酎についてウンチクが披露されていたので
ある。今でも「いも焼酎」の欄の人気は相変わらずだが，「人
間を前に出そう」ということで始まったインタビュー「宇宙・
夢・人」のページが，ニュースの最後のページを占拠してお
り，これも喜ばれている。
　発刊当時，秋葉鐐二郎先生から「まあ 3 号まで出ればい
いところ」と冷やかされた『ISAS ニュース』が，30 年の長
きにわたって「隠れたベストセラー」になるには，人知れぬ
努力がいっぱいあったことは確かである。歴代の編集委員を
はじめ編集に関わったすべての皆さんはもちろん， 創刊号以
来ずっとお世話になった昭英社さん，中途から制作を担当し
ていただいているフォトンクリエイトさんに，心から感謝す
る次第である。　　　　　　　　　　（まとがわ・やすのり）
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むかしむかしむかし
第4代編集委員長 
的川泰宣
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　「宇宙科学最前線」は，『ISASニュース』の顔であ
る。2003年7月号までは「研究紹介」という欄であっ
た。宇宙科学研究に関わる宇宙研や大学の研究者が，
専門とする研究について意義，最新成果や動向を自
分の言葉でできるだけ分かりやすく解説し，「研究者
間の情報交換」や「一般へのアウトリーチ」としての
役割を果たしている。
　30年間に掲載された312編を見渡すと，宇宙科学
が極めて広範な研究分野に支えられていることが分
かる。また，その時期に実施しているミッションに直
結して，紹介される話題が変遷してきた。理学研究は，
天文学，磁気圏，太陽系探査が中心的な柱として進
んできたが，太陽観測や月探査，宇宙環境を利用し
た科学に関する話題も近年増えている。それを支え
る工学研究は，ロケット・宇宙輸送を中心柱に，ロケッ
トや飛翔体の実現を支える基礎的な研究が非常に多
岐に紹介されてきた。JAXA統合後は，流体科学，材
料，原子分子素過程など基礎的な研究に関する記事
が減ってしまっている。これは，創刊時の狙いであっ
た「研究者相互の交流」のための情報誌から，一般
にも分かりやすく宇宙科学の研究成果を広めるため
の「広報誌」へと変貌してきていることの現れかもし
れない。
　どの記事も，文章の行間から，研究の面白さやわく
わく感，愛着，意外性，苦労，歴史などが執筆者の
個性を介して伝わってきて，読んでいて楽しい。誌面
の都合上わずかしか紹介できないが，編集委員の心
の琴線に触れたいくつかの記事の冒頭部分を以下に
再掲する。昔の記事を再訪するきっかけになれば幸
いである。

　満１才を迎えた「ひのとり」
　—ひのとりシンポジウムをめぐって—
　田中捷雄 （12号，1982年3月号）

　極大期の太陽活動の解明を目的として科学衛星
「ひのとり」が誕生してほぼ1年。この間，「ひのと
り」は質，量ともに申しぶんのないデータに恵まれ
てきた。そしてこの間の成果を整理し，それをひっ
さげて初の本格的な他流試合を行う目的で，この1
月27〜29日にひのとりシンポジウムが開催された。
そこでの「初陣」の模様を中心に，満1才を迎えた

「ひのとり」の活躍ぶりを紹介しよう。
　日本単独で実現させた初の太陽観測衛星が，アメ
リカの大型衛星に対し一歩も引けを取らない科学成
果で国外と堂々と渡り合った。「ようこう」「ひので」
と続く，太陽観測研究における「国際協力」の原点
をここに見た思いがした。

　私の「詩と真実」
　DICHTUNG UND WAHRHEIT
　三浦公亮 （15号，1982年6月号）

　ここ十数年来，私は，たいへんに奇妙な性質を
もつ抽象的曲面とかかわりあいになりました。お
かげで，抽象や虚構の世界と，生々しい現実の世
界をいききすることになりました。この一文に，詩
（DICHTUNG）と真実（WAHRHEIT）という題を
つけたのはそのためです。
　世界に知られた「MIURA-ORI」の抽象的曲面（詩）
と現実の構造物（真実）の間を行き来する姿に強く引
き込まれた。

　宇宙空間観測30年—草創の頃—
　野村民也 （65号，1986年8月号）

　昭和30年4月，東大生産技術研究所がペンシル
ロケットの実験を行って，我が国の宇宙空間観測事
業が発足してから，30年余りが経った。ペンシル
ロケットは，直径1.7cm，全長23cmと云う小さ
なものだった。それが今や，直径，長さ共に百倍に
垂んとするM-3SⅡ型によって，地球引力圏の外に
探査機「さきがけ」「すいせい」を送り出し，ハレー
彗星探査を行うまでに成長したのである。
　工学者の情熱，理学者の探究心，そして理工の協
調が固体ロケットの歴史とともに語られ，感銘を受け
た。

　実用化時代を迎えた電気推進
　都木恭一郎 （103号，1989年10月号）

　未だに電気推進と言うと将来技術だという固定観
念を持った人がいる。1950年代に米国で電気推進
の研究が始まって以来ただの一度もペイロードを運

宇 宙 科 学 最 前 線

清水敏文
編集委員

『ISASニュース』から見た

宇宙科学研究30年
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んだ実績がないという理由らしい。もっとも研究す
る方もその積もりだったようである。そんな中，西
側世界で初の電気推進の宇宙実験に成功したのが宇
宙研の栗木先生のグループであった。1980年 “た
んせい4号” での出来事である。当時学生であった
私もこの朗報に接しスプートニク以上の興奮を覚え
たのを記憶している。その後の電気推進の発展は日
本の独壇場と言って良い。
　「MPDアークジェット研究」（栗木恭一，4号，
1981年7月号）から続く宇宙研の電気推進研究の系
譜があることを初めて知った。「はやぶさ」での活躍
を，当時どれくらいの人が想像できたであろう。

　「揺れる，振れる，震える」を抑える話
　峯杉賢治 （180号，1996年3月号）

　アルペンスキーのワールドカップはこの号が出る
頃には総合優勝が決まっているでしょうが，彼らス
キーヤーは如何に早くゴールに飛び込むかにしのぎ
を削っています。各スキーヤーの技量が問われるこ
とは当然ですが，スキー板の性能も重要な要因にな
ります。スキー板を買う場合に私たちは長さや重さ，
硬さを気にしますが，それ以外の重要な要素として
高速安定性があります。スキーヤーならご存知の通
り，高速で滑ると雪面の細かい起伏に突き上げられ
てスキー板が暴れる，つまり，振動を始めます。ター
ンの時はスキー板のエッジで雪面をしっかりと押さ
えつける必要がありますが，この振動はそれを妨げ，
確実な高速ターンを難しくします。ですから，高速
滑走時の振動を抑える高速安定性もスキー板の重要
な性能の一つなのです。
　天文衛星でいうと，スキー板は「衛星構造」，スキー
ヤーは「望遠鏡」，高速安定性は「衛星振動の制御」
と読み替えると。構造屋さんならではの説明に妙に納
得した。

　惑星周辺プラズマを写真に撮る
　中村正人 （260号，2002年11月号）

　我々はいわゆる磁気圏の研究をしていますが，実
を申しますと，この研究は蟻が象の背中をなでて世
界を判断しているようなまだるっこしい所がありま
す。磁気圏といいますのはまあ宇宙におけるその惑
星の勢力範囲（領土？）と言っても良い領域で，その
惑星の磁場と太陽風とのせめぎ合いによって境界が
決まります。地球の磁気圏を例にとってみても地球
の太陽側に約10地球半径，太陽と反対側には何百
地球半径といった距離まで磁気圏は伸びていて大変
広大な領域です。そこに小さな探査機を飛ばして，
その場その場で観測データを取得していくのですか

ら，ちょうどこれは象どころではなくサハラ砂漠を
蟻ん子が旅をしてその地図を作ろうというようなも
のです。（もっとも，探査機にはすばらしく早い足が
あるという違いはありますが。）
　磁気圏研究の特徴を表す例えが絶妙です。磁気圏
を写真として撮れないかという発想から始まる実話
は，科学とは人間ドラマであると感じさせます。

　再び宇宙を目指しませんか？
　春山純一 （280号，2004年7月号）

　自分が小さいころ，21世紀になったら，人は望
めば，誰もがいつでも月へ行くことができる時代に
なっていると思っていた。月には恒久的な基地が
作られ，月から宇宙の大海原を見つつ，人々はよ
り深遠な宇宙の謎にチャレンジしていこうとしてい
る，そんな時代になっていると思っていた。しかし，
2004年の今，惑星はおろか，月にさえ人は再び訪
れることができないでいる。
　幼少期に持った夢と現実の乖離。「かぐや」打上げ
前の月探査への野望が書かれていますが，6年後の

「月地下溶岩チューブの天窓」（347号，2010年2月
号）で，野望の一つが成果に結び付いています。

 （しみず・としふみ，
協力：編集委員／笠原 慧，橋本樹明，山村一誠）

0 5 10 15 20 25 30 35

0 5 10 15 20 25

研究紹介（1981.5～1991.4）
研究紹介（1991.5～2003.7）
宇宙科学最前線（2003.8～）

研究紹介（1981.5～1991.4）
研究紹介（1991.5～2003.7）
宇宙科学最前線（2003.8～）

高エネルギー天文
赤外サブミリ天文

電波天文
太陽

地球高層大気
磁気圏／オーロラ

月探査
太陽系天体／惑星科学

宇宙生物研究
宇宙環境利用科学
原子分子素過程

その他

ロケット・宇宙輸送
ロボティクス・メカトロニクス

材料工学
流体科学

電子・制御工学
通信技術
軌道工学

探査機推進系
宇宙構造物
気球工学

情報科学・データ処理
地上設備・管制

その他

理学記事の内訳

工学記事の内訳



6 　ISAS ニュース　No.364　2011.7 

代に日本の宇宙科学がより充実し，実力を付け
てきた時代でもあり，「小宇宙」も歩調を合わ
せ，宇宙科学の現場を紹介する性格を強くし
ていったと想像できる。その後，1990年代に
は工学研究・技術を紹介することが多くなり，
2000年の声を聞く直前に「小宇宙」はその役
割を終えた。
　「風のまにまに」は，より数奇な運命をたど
る。そのかわいらしいロゴと気ままなネーミン
グとは裏腹に，創刊当初は大いばり。「小宇宙」
を蹴散らして大きな誌面が割かれ，毎月数項
目の記事が紹介された。毎月ネタを探して書い
た当時の編集委員には頭が下がる。情報や文
献の検索が面倒だった当時，ずぼらな学生は，
ちょっとした情報としてありがたく利用してい
た。その後，多くなったほかの記事に押され，

「風のまにまに」は次第にそのサイズを小さく
する。雲隠れすることも多くなり，気ままに誌
面に出没することとなる。これではちょっと連
載物とは言い難い。
　1980年代末の新人編集委員は面食らった。

『ISASニュース』の原稿は，当時，ほとんどが
原稿用紙に手書きされたもの。プリンターで
打ち出された原稿もあったが，いずれにしろ
紙媒体で手渡される。編集委員はこれを校正。
次に，誌面大に活字サイズのマス目がふられ
た「割り付け用紙」，それに鉛筆と消しゴムで
格闘しながら原稿の割り付けをしなければなら
ぬ。業者任せにしない，これが『ISASニュース』
編集委員会の設立当時の伝統であった。昔は
やっかんでいた新人が，立場を変えて少しは
苦労を思い知ることとなった。原稿だけでな
く，写真やロゴに至るまで，行数換算し，切っ
た貼ったで割り付けていく。
　頂いた原稿は，それはとてもありがたいのだ
が，中には指定した文字数より極端に長かった
り短かったり。もう少し何とかなりませんかと
執筆者にお願いするのだが，手書き原稿では，
なかなか無理は言えない。活字や写真のサイ

　配属された大学の研究室に，『ISASニュース』
はごく普通に置かれていた。ASTRO-B，後のX
線天文衛星「てんま」の，搭載機器の開発に
忙しいスタッフ・先輩を横目に，まだ責任ある
仕事を任せてもらえない新人大学院生は，暇
にまかせて『ISASニュース』を眺めていた。
そのとき読んだ「風のまにまに」や「小宇宙」
は，現在も記憶にうっすら残っている。
　いにしえの『ISASニュース』をひもとき，あ
のころの『ISASニュース』はたった1歳になっ
たばかりであったことを，あらためて認識した。
そういえば，「日本の観測ロケット」の連載を
読んだ記憶があるもの。現在のA4判カラー刷
に比べれば，表紙と裏表紙のみ二色刷B5判の
ささやかな印刷物ではあったが，現在では普
通にある大学や研究機関の広報誌がまだ珍し
かったころ，世間知らずの裕福でもない新人と
しては，宇宙研はなんて余裕があるのだ，お金
持ちなのだ，とやっかんだものだ。創刊時の編
集委員の苦労は知る由もない。まして，自身が
長く携わることになろうとは。
　宇宙科学研究所創設とともに1981年4月に
創刊された『ISASニュース』は，2号からレギュ
ラーとして「小宇宙」と「風のまにまに」を始
める。創刊号の平尾邦雄先生の説明によれば，

「小宇宙」は宇宙科学分野の豆辞典，「風のま
にまに」は編集委員による最新出版物からの
ニュース紹介，との位置付けであり，連載物と
のお考えではなかったようだ。創刊1年記念の
平尾先生の高らかな宣言とともに，「ISAS事情」
と時を同じくして始まった，松尾弘毅先生が書
かれた「日本の観測ロケット」が最初の連載
企画らしい。「小宇宙」は，最初の数年間は半
ページ程度のものが1号当たり2つ。当初の考
え通り豆辞典として諸事宇宙科学の紹介をし
た。その後，同じ執筆者で複数回連載すること
が多くなり，1ページものとして独立し，現在
の宇宙科学研究や技術開発を紹介する連載欄
へと徐々にその性格を変えていった。1980年

いにしえの連載物をひもといて

タイトル‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	掲載期間
小宇宙‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1981.4 〜	 1999.11
　固体ロケット‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1986.7 〜	 1987.2
　アンテナの話‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1987.4 〜	 1987.12
　太陽電池の話‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1988.2 〜	 1988.9
　宇宙環境‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1988.10 〜	 1989.6
　略語のしおり‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1989.11〜	 1991.5
　ネットワークの話‥‥‥‥‥‥ 	1991.6 〜	 1992.9
　宇宙生命‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1992.10 〜	 1993.6
　DISCOVERY−NASAが考える近い将来の
　惑星探査計画について‥‥‥‥ 	1993.7 〜	 1993.10
　人工衛星の姿勢制御の話‥‥‥ 	1993.11〜	 1994.6

　宇宙構造物の話‥‥‥‥‥‥‥ 	1994.7 〜	 1995.3
　宇宙通信工学‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1995.12 〜	 1996.9
　スペース VLBI 入門‥ ‥‥‥‥ 	1997.7 〜	 1998.1
　宇宙輸送のこれから‥‥‥‥‥ 	1998.3 〜	 1999.1
　空力シリーズ‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1999.5 〜	 1999.11
風のまにまに‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1981.5 〜	 (1998.12)
日本の観測ロケット‥‥‥‥‥‥ 	1982.4 〜	 1982.10
研究三昧‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1982.11〜	 1983.5
世界の発射場‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1983.7 〜	 1984.4
色めがね惑星学‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1984.5 〜	 1985.5
世界の科学衛星‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1985.6 〜	 1987.3
さよなら駒場‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1987.4 〜	 1988.3
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天体観測が一般に認知される直前の雰囲気を，
「Microgravity」はISSにつながる宇宙利用実
験の嚆矢を，それぞれ伝えた。「小宇宙」は新
たな宇宙科学に必要な研究・技術の今を伝え
ていたが，その後の連載物にその流れをくむも
のが多い。ここ数年は，今まさに飛び立とうと
しているプロジェクトの，「何をどうやって見
るのか」を伝える連載物が続く。広報誌らしい
姿，との皮相的な見方もできようが，期待され
ている情報でもあり，この傾向は続くのだろう。
　その一方で，研究者が感じる「なぜ」を，「だ
からこれを見たい」を伝える連載物もある。「宇
宙の不思議」はそれを素直にタイトルにした連
載で，その後も視点を変えて宇宙科学研究が
向かう方向を伝える連載が続いた。
　変わり種もある。「学びて時にこれを習う」
は後進に多くの影響を与えた独創的な工学研
究者である長友信人先生に，退職を前に一筆
書いていただいた連載だ。失敗談の形は取っ
ているが，骨が太い。「浩三郎の科学衛星秘
話」は，「おおすみ」からすべての科学衛星に
携わってきた井上浩三郎さんに，これまでの
衛星開発の話を失敗も含め書いていただいた，
宇宙研の歴史そのものだ。ただ，浩三郎さん
は一つ一つの衛星に思い入れが強く，原稿は
大幅に超過。自分では短くできないとおっしゃ
る。生原稿を見たことはないが，編集委員会
があるたび，的川泰宣先生が浩三郎さんの原
稿を短くする苦労をぼやくのを委員は聞くはめ
となった。
　ときには立ち止まって過去の連載物を拾い
読むのも悪くはない。今やネット上ですべて公
開されている。今に続く研究，技術はもちろん
多い。少し古びたものもあるが，それでもその
ときの熱気は伝わってくる。今の編集委員の
我々は，30年前の少しぼんやりとした学生同
様に，『ISASニュース』を読んでこの世界に踏
み出す若い人が続いてくれれば，と願っている。

（きい・つねお）

ズを変えて，何とか対応しても，原稿が急に
キャンセルされたり。割り付け用紙に大きな空
白ができる。
　そんな空白に「風のまにまに」は気ままに登
場する。とはいえ，担当の編集委員が空白の行
数を数え，きっちりそのサイズの原稿，写真を
用意しなければならない。幸か不幸か，「風の
まにまに」を執筆した記憶がまったくない。原
稿に恵まれたか，天才的な割り付けの技を身
に付けていたか，単に失念したのか。
　「風のまにまに」は時代の風にのまれていく。
1990年代には次第に原稿が電子化され，割り
付けも電子的に行われるようになり，入り込む
空白が次第になくなる。宇宙科学の情報も広く
一般に行き渡り，その役割にも入り込むスキマ
がなくなったのかもしれない。1998年12月
号に4年10 ヶ月ぶりに掲載された国際宇宙ス
テーション（ISS）の建設開始を伝える記事を最
後に，糸の切れた風船のように，そのかわいら
しいロゴの姿は消えた。ただ，誰もこれで終了
と宣言してはいない。気ままに，また誌上に現
れるかもしれない。
　「小宇宙」も「風のまにまに」も，宇宙科学
を広く啓発しようとの意気込みがうかがえる。
それは，一定の成果を収めたと思う。現在では
宇宙科学は広く一般に受け入れられているし，
研究者の裾野も広くなった。ただ，ネットワー
クを通じた多くの情報が素早く届く昨今，その
役割は幕を閉じたのだろう。
　その後輩に当たる連載物の多くは，宇宙科
学研究の現場を伝えるべく企画された。そ
の題名を見ると，宇宙研が行おうとしていた
実験，今でいえばプロジェクト，の姿が見え
る。『ISASニュース』の青年期，「色めがね惑
星学」はハレー彗星に向けM-3S-Ⅱ型ロケット
で惑星間空間に初めて飛び出す息吹を感じる。

「スペースアストロノミー」は日本のX線天文
学が世界に認められ，それに赤外線，電波が
続く，ハッブル宇宙望遠鏡により宇宙からの

いにしえの連載物をひもといて 編集委員　紀伊恒男

宇宙工学近未来‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1987.5 〜	 1987.12
スペースアストロノミー‥ ‥‥‥ 	1988.2 〜	 1988.12
Microgravity‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1989.2 〜	 1989.12
SFU‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1990.1〜	 1990.12
宇宙の不思議‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1991.2 〜	 1993.5
銀河の仲間たち‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1993.7 〜	 1994.7
太陽系ローカル線の旅‥‥‥‥‥ 	1994.9 〜	 1995.8
私の書類整理術‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1995.5 〜	 1995.11
はじまりのはなし‥‥‥‥‥‥‥ 	1995.9 〜	 1996.9
でっかい宇宙のマイクロプロセス‥	1996.10 〜	 1998.2
ISAS 流パソコン活用術‥‥‥‥‥ 	1996.10 〜	 1997.7
火星探査入門‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1998.2 〜	 1998.10

宇宙を探る‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	1998.11〜	 2002.8
学びて時にこれを習う‥‥‥‥‥ 	1999.12 〜	 2000.3
惑星探査のテクノロジー‥‥‥‥ 	2000.4 〜	 2001.7
微小重力科学あれこれ‥‥‥‥‥ 	2001.8 〜	 2002.7
浩三郎の科学衛星秘話‥‥‥‥‥ 	2002.8 〜	 2007.4
科学観測気球大空へ‥‥‥‥‥‥ 	2002.9 〜	 2003.7
内惑星探訪‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	2003.8 〜	 2004.9
宇宙の○人‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	2004.10 〜	2006.7
ロケットの電気屋さん‥‥‥‥‥ 	2006.8 〜	 2007.5
かぐや（SELENE）の科学‥‥‥‥ 	2007.4 〜	 2008.4
きぼうの科学‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 	2008.8 〜	 2010.3
金星探査機「あかつき」の挑戦‥ 	2010.4 〜
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東 奔 西 走

　「東奔西走」は，海外出張の紀行文ともいえるもので，出張
中の出来事，見聞，感想など，執筆者の体験が克明に記され
ている。単なる出張報告とは違い，そのときの宇宙科学研究
の状況や日本の研究者の奮闘ぶりも描かれている。
　「東奔西走」は，『ISASニュース』2号（1981年5月号）から
スタートした。初回の執筆者は，初代編集委員長の平尾邦雄
先生で，フランス・パリで開催された彗星に関するCOSPAR

（国際学術連合宇宙空間研究委員会）特別パネルに出席しての
話であった。以後，日本を含む世界各地での奔走ぶりが興味
深く紹介されている。
　『ISASニュース』創刊30周年を記念して，363号（2011年6
月号）までに「東奔西走」で紹介された訪問国を，その回数に
応じて世界地図で色分けしてみた。今まで紹介されていない
国はグレーの色で表している。この30年で，延べ309人が執
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南極大陸

東へ西へ 世界を駆け巡る

●アゾレス諸島
　国際有人彗星探査ミッション　
　矢野 創　226号（2000年1月号）
●アルメニア
　アルメニア見聞録（ビュラカン天文台）　
　上田佳宏　245号（2001年8月号）
●プエルトリコ
　プエルトリコ　
　池田博一　297号（2005年12月号）

●ガーナ
　ガーナ・インターネット天文台と「黒い太陽」　
　佐藤毅彦　318号（2007年9月号）
●ウルグアイ
　時計が反対に回る国？ ウルグアイ奮闘記　
　吉川 真　319号（2007年10月号）
●ナイジェリア
　ナイジェリアから遠く火星を仰ぎキャッサバを食す
　山下雅道　322号（2008年1月号）

編集委員が選ぶ珍しい場所

編集委員　久保田 孝
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筆し，「東奔西走」で紹介された国・地域は60に上る。まさ
に世界の至る所を訪問し，観測や運用，成果の発表，国際調
整や交流を図っていることが分かる。
　訪問回数の1位は，やはり米国（84回）である。続いて2位
がドイツ（21回），3位がフランス（20回），4位が中国（18回），
5位がイタリアとロシア（17回）となっている。なお，執筆者
の選定に当たっては，編集委員会において，最近の出張者と

訪問国・訪問目的が書かれた一覧表を見ながら議論が交わさ
れる。この方ならきっと興味深い「東奔西走」を書いてくれ
るであろうという期待のもと，執筆者が決定されている。そ
のため，本集計は，編集委員会で選ばれた国・地域の統計と
なっている。また，この30年で名前などが変わった国もあるし，
1つの記事で複数の国を訪問している場合にはそれぞれカウ
ントするなど，編集委員独自の集計である点を申し添える。
　年代別（10年ごと）・地域別の訪問回数を棒グラフにしてみ
た。やはりヨーロッパの記事が断トツであった。アフリカはほ
とんどがグレーで塗られて未訪問の国が多いが，最近訪問す
る機会が増えつつある。南極も昭和基地での観測で3回紹介
されている。また，左下の表には，「東奔西走」訪問回数が1
回で珍しい場所をいくつか紹介する。どこにあるか分かりま
すか？ 詳細は『ISASニュース』ホームページにて，ぜひ一
読されたし。
　この30年で，執筆回数ベスト3は，的川泰宣先生（10回），
松尾弘毅先生（8回），小山孝一郎先生（6回）である。編集委
員長が多いのは，記事に穴があいてしまったときに埋め合わ
せに書かざるを得なかったからであろうか？ 原稿依頼が届い
た折は，大変名誉なことと思って，ぜひ快く執筆していただ
ければ幸いである。 
　「東奔西走」で紹介する出張はごく一部で，実際には，もっ
とたくさんの国や地域を訪問している。まさに，東へ西へ，
南へ北へ，世界を駆け巡り，文化に触れている。今後もさら
に世界で活躍し，地図を全部塗り終えるときも近いであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　 （くぼた・たかし）
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南極大陸
北アメリカ

1981 年～
1990 年

1991 年～
2000 年

2001 年～

91

168

14
8

60

7 8
3

南アメリカ
ヨーロッパ

アフリカ
アジア

中東
オセアニア

南極

「東奔西走」での訪問回数

「東奔西走」での地域・
年代別の訪問回数
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1～270 号（1981.4～2003.9）

271 号（2003.10～）

その他
（含 個人経験・趣味・酒論・SF）

報告（含 旅行・出張）

解説

決意

提言・意見・苦言

激励

お礼・感謝

思い出・回想

「いも焼酎」の内容（複数選択）

0 5 10 15

研究紹介（1981.5～1991.4）

2～99 号（1981.5～1989.6）
101～199 号（1989.7～1997.10）

JAXA 設立
201～270 号（1997.12～2003.9）

271～362 号（2003.10～2011.5）

研究紹介（1991.5～2003.7）
宇宙科学最前線（2003.8～）

　「いも焼酎」は初代編集長の平尾邦雄先生が創
刊号で提案されて以来，今日まで途絶えることな
く続いている，本誌の重要な「本音の情報交換室」
ともいえる欄です。
　この『ISASニュース』の随筆欄「いも焼酎」は，
それぞれの多様な筆者の立場から思うところを
まったく自由に書いていただく談話室です。実際
にもその内容は，過去の思い出，お世話になった
方々へのお礼，貴重な経験を通しての教訓，お叱
り，そして過去の経験に裏付けられた今後の進む
べき方向への進言など多種多様です。中には表題
に忠実に焼酎そのものについて詳細な理論展開を
されている記事もあります。『ISASニュース』の
重要な特長は，投稿者がまわりから有形，無形の
圧力を感じることなく，本音で思うことをズバリ言
える場を提供することだと思います。それにより
読者は真に有益な価値ある情報を交換できるので
はないでしょうか？ とりわけ「いも焼酎」欄はこ
の点が強調されている場所だと思います。いろい
ろな年代，立場，経験など多種多様な方々の個性
ある感覚や考え方を肌で感じられる，読者にとっ
て得ることの多い重要な談話室だと位置付けられ
ると思います。
　グラフは，発行以来「いも焼酎」欄に掲載され

た内容を独断と偏見で大ざっぱに分類した記事内
容の分布状況です。同じ記事の中に二つ以上の内
容が含まれているものが多数あるため，複数選択
を可としてカウントしています。おおよそ100号
ごと（8年ごと）に集計していますが，これから見て，
記事内容の大まかな分布は発行以来，JAXA設立
の前後を含めて，大きくは変化していないようで
す。「思い出・回想」と「提言・意見・苦言」の
項がかなりの割合を占めています。これはまさに
自由，気楽に本音で話し合える談話室の役割を
担っていることの現れのように思えます。
　ところで初期の編集委員に加えていただいた小
生にとって忘れられないのが，毎月1回開かれた
編集会議です。そこはもちろん編集委員が自分た
ち自身で編集作業を進めるための重要な場所なの
ですが，同時にまったく自由にかつ機知に富んだ，
とても怖くて外では話すことのできない本音の会
話が交わされる，まさに編集委員会「本音の談話
室」でもありました。本音で話し合うことがいか
に効果的かを，肌で感じた楽しいひとときでした。
　今後とも多くの方々が，楽しく忌憚ない意見や
情報を交換していただく，有意義な談話室として

「いも焼酎」を活用していただければ幸いです。
（はしもと・まさし）

「 い も 焼 酎 」を 味 わ う

本 音 の 談 話 室橋本正之
元・編集委員
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　『ISASニュース』の人気ページといえば，「東
奔西走」と「いも焼酎」。ニュースが届くと，ま
ずここだけは読むという声も聞きます。「東奔西
走」は研究所職員が世界を駆け巡る紀行文であ
るのに対して，「いも焼酎」は多士済々の自由な
随想集なので，筆者を選ぶときは自由にお願いで
きると思いきや，編集委員会では結構頭を悩ませ
ます。
　『ISASニュース』2号（1981年5月号）から始まっ
て，特集号で抜けることもあったり，退職者に書
いていただくために同じ号に複数の執筆者がい
たりしますが，延べ330人（363号，2011年6
月号まで）の方々に執筆いただきました。最多登
場はやはり初代編集委員長の平尾邦雄先生。現
役，退職後合わせて5回です。続いて4回は，秋
葉鐐二郎，西村純，的川泰宣の各先生，3回登場
が，林友直，鶴田浩一郎両先生とNECの折井武
さん。折井さんは，3度目は日本ロケット協会会
長としてでした。

　執筆者の内訳を2003年9月号までの宇宙科
学研究所時代と，JAXAになった2003年10月
号以降で分類してみました。特徴的なことは，宇
宙研時代は所内の執筆者が40％を占めているこ
と。そのうち半分は定年退職を前にしての執筆で
す。JAXAになるのと軌を一にして，定年退職者
が増えて，「いも焼酎」欄では対応し切れなくなっ
たため，2004年3月から号外として定年退職者
特集を出すことになったため，現役の「いも焼酎」
への執筆は大幅に減りました。むしろ少し離れた
立場から，苦言，提言をいただこうということで，
退職された方に執筆をお願いすることが増えてい
ます。逆に登場願っていないのが文科省関係者
です。また，以前より増えているのがジャーナリ
ストや文化人。
　異色なところでは，「はやぶさ」M-V-5性能計
算書の表紙でおなじみ，銘酒「虎之児」の井手
酒造，井手洋子さん，国分寺のペンシル水平試
射記念碑建立に奔走された由井久夫さん，長く
内之浦の婦人会長としてロケットの打上げを応援
してくださった田中キミさんなど地元の方々，数
え上げればキリがありません。
　統計的な話はさておいて，皆さま，どんなこと
を書かれているのでしょう。そこで，「ん？ これ
は？」とタイトルにひかれたものをいくつかご紹
介します。宇宙研のホームページにPDFファイ
ルですべて収録してあります。ぜひ探し出してお
読みください。　　　　　 （しゅうとう・みわこ）

3 0 年 を 振 り 返 っ て周東三和子
編集委員

◦歳月　‥
村野賢哉　25号（1983年 4 月号）

◦鏡の国の地球　‥
長谷川博一　42号（1984 年9 月号）

◦「上有天堂，下有蘇杭」　‥
西村 純　67号（1986 年10 月号）

◦天と地と人と　‥
柳瀬睦男　78 号（1987年9 月号）

◦いのちにひびく〜‥
願わざれども花は咲き願えども花は散る‥
宮腰洋逸　88 号（1988 年7 月号）

◦宇宙の描き方教えて下さい　‥
高柳雄一　96 号（1989 年3月号）

◦むかし男ありけり　‥
平林 久　123号（1991年 6 月号）

◦アリこそは星の海を想う　‥
松本零士　125号（1991年 8 月号）

◦夢のあと酔い　‥
森 茜　158 号（1994 年5月号）

◦ネズミとハマチといも焼酎　‥
八坂哲雄　160 号（1994 年7 月号）

◦二人のクラーク　‥
小田 稔　178 号（1996 年1月号）

◦祈りのとき　‥
浅井達朗　195号（1997年 6 月号）

◦菖蒲月の一日‥
−臼田宇宙空間観測所をたずねて−‥
佐々木 都　207号（1998 年 6 月号）

◦「スペースシャトルと馬の尻」とISAS宇宙科学‥
松本 紘　224 号（1999 年11月号）

◦化石の思い‥
辻 篤子　236 号（2000 年11月号）

◦売り家と唐様で書く三代目　‥
佐藤文隆　245号（2001年 8 月号）

◦天の浮橋とそれを渡る人‥
本田和子　255号（2002年 6 月号）

◦チェルノブイリに見た「心」の被曝‥
室山哲也　278 号（2004 年5月号）

◦血のたぎり　‥
松浦晋也　299 号（2006 年2 月号）

◦宇宙に馳せる思いはまず映画から始まった‥
谷川賢作　312号（2007年3月号）

◦おじさん業界と消費者目線‥
知野恵子　328 号（2008 年7 月号）

◦限りなくロボットに近い人間‥
中谷一郎　332号（2008 年11月号）

◦「フォッサマグナ」と再保険‥
坂田俊文　334 号（2009 年1月号）

◦私が学者をあきらめたわけ‥
里中満智子　356 号（2010 年11月号）

どうですか，読んでみたくなるでしょう？
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執筆者の内訳
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　『ISASニュース』30周年を，初代の編集委員の1人と
して，心よりお祝い申し上げたい。平尾邦雄先生の肝い
りでニュースが発刊したのは，改組により文部省の直轄
機関としての宇宙科学研究所が発足した1981年4月。
今でこそ多くの研究機関や大学が工夫を凝らした広報誌
を発行しているが，当時こうした試みは珍しく，時代を
先取りした平尾先生のご慧眼にあらためて感銘を深くし
ている。研究所の名称や設置形態が変遷を遂げる中で，
一貫して『ISASニュース』の名称を掲げ役割を遂行して
きたことも，貴重である。
　創刊当時は，平尾先生が委員長，松尾弘毅先生が副委
員長で，工学からは的川泰宣さんと橋本正之さん，理学
からは柳沢正久君と私，それに事務の高橋義昭さんが加
わり，月1回の編集会議が開かれた。今でこそ電子編集
だが，当時は400字詰め原稿用紙で提出された原稿を，
毎月の担当者が，字数を計算しながら「割り付け用紙」
に配置していく作業で，特に的川さんからは編集技術を
いろいろ教えていただいた。私は1986年に宇宙研を離
れたが，その後も郵送で届く『ISASニュース』を読むの
は格別に楽しい。次々に内容が充実し，色刷りの見映え
も良く，数ある広報誌の中でも，不動の地位を築いてい
ると思う。
　私は創刊当時，美術の才能もないのに，ニュースの各
コラムのロゴマークをデザインさせてもらった。このと
きのロゴたちを並べてみよう。「東奔西走」は，ISAS所
員の外国出張の見聞録で，対になる「南船北馬」という

表現を，浅学にして編集委員会で初めて知った。宇宙科
学の豆事典である「小宇宙」には，当時の宇宙理学の二
本柱に合わせ，磁気圏と銀河系を重ねてデザインした。

「風のまにまに」はISAS外部の情報を紹介するコラムで，
大学院で気球実験に参加した私としては，風船をぜひロ
ゴにしたかったもの。「いも焼酎」は随筆欄で，ここは植
物図鑑を見ながら，サツマイモの葉をアレンジした。1
年後に始まった「ISAS事情」は，所内の出来事の報告欄
で，このロゴは「普通テレビのつまみは右側にあるのに
変だね」と言われつつも，ボツにはならなかった。ニュー
スのコラムが新旧交代する中，さすが「いも焼酎」はし
ぶとく生き残り，しかも私の下手なロゴにどなたか彩色
してくださり，2005年10月号から色付きになったことは，
身に余る光栄と思っている。
　実はこのとき得た編集の知識は，その後フルに活か
されている。私の勤める東京大学理学系研究科では，
1969年に大学紛争（当時の主観では大学闘争）を契機に，

『理学部広報』という広報誌を発刊しており，それが変
遷を重ねて『理学部ニュース』として今日に至っている。
歴史は『ISASニュース』より古く，各時代を反映する資
料としての価値は高いが，編集方針は機械的で，記事は
決して面白いとはいえず，『ISASニュース』を見慣れた
私は，常々不満に思っていた。そこで2003年の秋から
広報誌編集委員長を拝命したのを契機に，「記事を面白
く」「出版の期日は必ず守る」「なるべく色刷りに」など
を目標に，さまざまな改革を行ってきた。お手本は常に

『ISASニュース』で，特に参考になったのは，1982年か
ら松尾先生のハードボイルドな筆致で観測ロケットの各
型式を説明した「シリーズ・日本の観測ロケット」だっ
た。これは読者の収集癖をくすぐり，次号を期待させる
効果を発揮したと思うので，それに倣い『理学部ニュー
ス』でもシリーズものに力を入れている。
　『ISASニュース』では，衛星の打上げ成功など，全組
織に共通する記事が多いのに対し，大学の理学部では学
科・専攻の独立性が強く，共通性を持った面白い記事が
組みにくい。それでも努力した結果，隔月ながら7000
部を発行できるまでにこぎ着けた。理学部に在学する学
生・院生の父母宛てに送付を始めたところ，「息子や娘
が大学で何をしているか，やっと見えてきた」という反
響を耳にし，これが大学の広報誌の使命の一つと得心し
た次第である。「小宇宙」によく似たコラム「理学のキー
ワード」（毎号4〜6件）は5年にわたり連載されており，
それを集めた単行本が化学同人から，『東大式 現代科学
用語ナビ』として出版された。今年の5月号では，東日
本大震災と放射能関連の特集記事も組んでいる。ぜひ 
http://www.s.u-tokyo.ac.jp/ja/story/newsletter/ をご覧
いただきたい。
　今後の『ISASニュース』の末永い継続と発展を祈念し
て，筆をおかせていただく。� （まきしま・かずお）

初期ロゴマークたち
牧島一夫
東京大学大学院 理学系研究科 教授
元・編集委員
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日時：2011 年 7 月 29 日（金）〜 30 日（土）　
　　　両日ともに 10：00 〜 16：30

会場：宇宙航空研究開発機構 
　　　相模原キャンパス

特別公開の
お知らせ

7 月 8 月

S-520-26 号機

ロケット・衛星関係の作業スケジュール（7月・8月）

噛合せ試験（相模原）

節電のため建物内が非常に暑くなる可能性もございます。
飲み物の持参など，十分な暑さ対策を各自でお願い致します。

『ISASニュース』特集号

◦日本の宇宙研究‥
－その現在と未来－‥
10 号（1982年1月号）

◦科学衛星ものがたり‥
－「ひのとり」の誕生－‥
22号（1983年1月号）

◦国際地球観測年（IGY） 
27号（1983年 6 月号）

◦M-3SⅡ型ロケット 
34 号（1984 年1月号）

◦森 大吉郎先生のおもいで 
35号（1984 年2 月号）

◦気球を飛ばす 
46 号（1985年1月号）

◦人工惑星の誕生‥
－「さきがけ」の打上げ－ 
48 号（1985年3月号）

◦ハレーをめざして‥
－「すいせい」打上げの軌跡－‥
55号（1985年10 月号）

◦新しい宇宙の姿を求めて‥
－宇宙研の将来計画－‥
58 号（1986 年1月号）

◦ハレーへの接近 
62号（1986 年5月号）

◦ペンシルから30年 
68 号（1986 年11月号）

◦21世紀に向けて‥
－宇宙科学の展望－‥
70 号（1987年1月号）

◦X線天文学の回顧と展望 
82号（1988 年1月号）

◦相模原キャンパスを歩く 
94 号（1989 年1月号）

◦100号記念特集：‥
宇宙研／ ISASニュースに期待する 
100 号（1989 年7 月号）

◦太陽地球系科学 
107号（1990 年2 月号）

◦月／惑星探査計画 
118 号（1991年1月号）

◦宇宙科学研究所の10年 
128 号（1991年11月号）

◦「ぎんが」が観た宇宙 
130 号（1992年1月号）

◦「ようこう」の見た太陽コロナ‥
－華麗な天体プラズマの世界－‥
142号（1993年1月号）

◦「ひてん」宇宙でスウィング 
154 号（1994 年1月号）

◦「あすか」が拓く新しい宇宙像 
161号（1994 年 8 月号）

◦オーロラの源をさぐる‥
－GEOTAILが見た地球のしっぽ－‥
166 号（1995年1月号）

◦ペンシルから40年 
169 号（1995年 4 月号）

◦SFUとその成果 
190 号（1997年1月号）

◦M-Ⅴ型ロケット 
194 号（1997年5月号）

◦101号からの宇宙研の8年 
200 号（1997年11月号）

◦糸川英夫先生を送る 
217号（1999 年 4 月号）

◦電波で宇宙を見る‥
－「はるか」によるスペースVLBI－‥
221号（1999 年 8 月号）

◦21世紀の初夢 
238 号（2001年1月号）

◦第1回宇宙科学シンポジウム 
241号（2001年 4 月号）

◦小田稔先生の思い出 
242号（2001年5月号）

◦「あすか」がとらえた激動する宇宙 
251号（2002年2 月号）

◦「ようこう」の10年 
262号（2003年1月号）

◦日本の宇宙科学の近未来 
274 号（2004 年1月号）

◦第5回宇宙科学シンポジウム 
288 号（2005年3月号）

◦1955年 
289 号（2005年 4 月号）

◦性能計算書とM
ミュー

の衛
こ ど も

星たち 
310 号（2007年1月号）

◦「はやぶさ」がとらえた‥
イトカワ画像特集 
315号（2007年 6 月号）

◦長友信人先生 追悼 
317号（2007年 8 月号）

◦太陽観測衛星「ひので」 
323号（2008 年2 月号）

◦X線天文衛星「すざく」 
324 号（2008 年3月号）

◦野村民也先生 追悼 
327号（2008 年 6 月号）

◦赤外線天文衛星「あかり」 
337号（2009 年 4 月号）

◦平尾邦雄先生 追悼 
345号（2009 年12 月号）

当日の電力事情により，開催時間と開催内容について変更ま
たは中止することがあります。詳細は宇宙科学研究所ホーム
ページでご確認下さい。http://www.isas.jaxa.jp/
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「あかり」の観測終了と最後の赤外線画像
「宇宙科学と大学」のお知らせ

平 成 2 3 年 度 第 一 次 気 球 実 験
「宇宙科学と大学」のお知らせ

　赤外線天文衛星「あかり」が，観測を終了することにな
りました。
　「あかり」は2006年2月に打ち上げられた，赤外線で天
体観測をする衛星です。超流動液体ヘリウムを搭載して，
望遠鏡をマイナス267℃以下まで冷却し，望遠鏡自身が出
す赤外線を抑えて高感度の観測を行います。液体ヘリウム
が少しずつ蒸発してなくなるまで，設計通り約1年半の間，

「あかり」は研究者にも感動を与える宇宙
の赤外線画像などをもたらしてくれました。

「あかり」は宇宙用冷凍機も搭載しており，
液体ヘリウムがなくなった後も，マイナス
230℃程度まで望遠鏡を冷却して一部の赤
外線観測を継続してきました。これらの期
間の観測成果については，2009年4月に
発行された『ISASニュース』の「あかり」
特集号や，「あかり」プロジェクトの観測
成果のページ（http://www.ir.isas.jaxa.jp/
AKARI/Outreach/results/results.html）をご
覧ください。
　「あかり」は，冷凍機による観測期間まで

含めて，当初目標の3年を超える4年間の天体観測を行いま
した。昨年5月からは，冷凍機の性能劣化でデータの品質
が落ちたため，観測を中断して冷凍機性能復帰の努力をし
てきました。しかし今年5月24日，新たに電源系統に異常
が発生して，冷凍機や観測装置は自動停止し，衛星の温度
制御や姿勢制御もできなくなりました。蓄電池が使えず，太
陽電池に日が当たったときだけ通信が復活して，地上から指
令を送って衛星の状態を調べることができる状況です。そ
のため，これ以上の観測は不可能と判断するに至りました。
このまま「あかり」を，長く軌道を回り続ける「宇宙ごみ」
のままにしておくのは忍びなく，どこまでできるかは分かり
ませんが，できるだけ早く地球大気に突入して寿命をまっと
うしてくれるよう，制御を試みます。
　図は，「あかり」が今年4月に撮った最後の赤外線画像
で，渦巻き銀河M81周辺が写っています。冷凍機が健全
だったころに比べると，何十倍も明るい天体しか観測でき
ず，M81の中心部は信号が飽和してしまっています。全体
に機能しないピクセルが多く，荒れた画像です。天文研究
には使えませんが，「あかり」を開発し運用してきたメンバー
にとっては，長く記憶に残る画像です。　　　　　（村上 浩）

　3月11日の東日本大震災で被災した岩手県大船渡市三陸町
は，平成19年まで37年間にわたって日本の大気球実験を育
んできた地です。400機以上の大気球が三陸大気球観測所か
ら放球され，多くの理学観測，工学実証の気球実験が実施さ
れてきました。観測所で実験に携わってくださっていた方に犠
牲はなかったものの，お世話になっていた宿のいくつかは全半
壊し，地元の知り合いの中には亡くなった方もいらっしゃいま
す。被災者の皆さまに心よりお見舞い申し上げ，また亡くなっ
た方々のご冥福をお祈り致します。
　震災による影響は第一次気球実験にも及び，大学の入構制
限により実験準備が遅れ，また海上回収用船舶，支援航空機
のスケジュールが震災対応のため見通し困難になるなど，一時
は実施が危ぶまれましたが，予定していた一つの実験を第二次
気球実験に延期して実験期間を短縮することで，5月25日か
ら連携協力拠点大樹航空宇宙実験場において実施しました。
　まず6月1日に，長時間飛翔が可能な飛翔体である，スーパー
プレッシャー気球とゼロプレッシャー気球を組み合わせたタン
デム気球の研究の第一歩として，ゴム気球と体積10m3のスー
パープレッシャー気球からなる超小型タンデム気球の飛翔性

能試験を実施しました。午前1時23分に放球された気球は日
の出を超えて飛翔し，低温の飛翔環境におけるスーパープレッ
シャー気球の耐圧性能を確認することはできなかったものの，
日昇前後でのスーパープレッシャー気球の温度変化の計測によ
り，昼夜のガス温度の変化に起因する耐圧性能要求の定量化
が可能となりました。
　6月8日には，原子核乾板（エマルション）という特殊な写真
乳剤を使用した観測器によって，宇宙から飛来するガンマ線を
捉えることを目的としたエマルションハイブリッド望遠鏡によ
る宇宙ガンマ線観測実験を実施しました。ガンマ線はX線よ
りもさらにエネルギーの高い電磁波で，ガンマ線が発生する電
子陽電子対の飛跡を顕微鏡で測定することで，もともとのガン
マ線がどの天体の方向からやって来たのかを知ることができま
す。デジカメ写真に対する銀塩写真のように，人工衛星に搭載
されている半導体技術を用いた観測器に比べ，エマルション望
遠鏡はより細密な宇宙のガンマ線像を捉える能力を持っていま
す。午前5時04分に放球された満膨張体積10万m3の気球に
よって高度34.7kmを1時間強飛翔した望遠鏡プロトタイプ1
号機に搭載されたエマルションは，実験実施後に損傷なく回収

「あかり」最後の赤外線画像。
渦巻き銀河M81周辺が写っている。
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されました。
　6月8日の実験終了直後に，気球の回収作業に当たっていた
大型クレーン船は震災復興のため釜石港に向かいました。観
測機器の回収に当たった漁船の方からは，十勝沿岸の海上に

も三陸沿岸からの漂流物が多く流れてきているとのお話を伺い
ました。さまざまな震災への対応が続いていた中，大気球実験
の実施にご協力いただいた関係者各位に深く感謝致します。

（吉田哲也）

古 川 宇 宙 飛 行 士 ， 国 際 宇 宙 ス テ ー シ ョ ン へ
「宇宙科学と大学」のお知らせ

I S T S 沖 縄  開 催 報 告
「宇宙科学と大学」のお知らせ

　6月8日，古川聡宇宙飛行士を乗せたソユーズ宇宙船が
カザフスタン共和国のバイコヌール宇宙基地から打ち上げら
れ，2日後，無事国際宇宙ステーション（ISS）に到着しました。
2008年6月に星出彰彦宇宙飛行士が日本実験棟「きぼう」を
取り付けてからちょうど3年，6人目の日本人ISS滞在となりま
す。
　5 ヶ月半にわたる滞在期間中，古川さんはたくさんの仕事，
実験を行います。まず，古川飛行士自身を被験者とした医学
実験が定期的に行われます。尿サンプルの取得や髪の毛の採
取が継続的に行われるほか，「きぼう」内の線量計が更新され，
古川さん滞在中の宇宙放射線量の測定が行われます。また，
古川さん滞在中に最後のスペースシャトルがISSに到着します。
このスペースシャトルにて試料を地球に持ち帰るべく，キュウ
リの芽生え実験が始められます。できるだけ新鮮な状態でサン
プルを回収したいので，キュウリの生長開始のタイミングはシャ
トル打上げ日に合わせて微調整されます。さらに，宇宙ステー

ション補給機「こうのとり」2号
機で「きぼう」に運んである多目
的実験ラックの機能チェックを行
います。この多目的実験ラックは，
衛星でいうとバス機器のような装
置で，機器を収納する広い空間，
電力・冷却水，データの送受信機
能を実験装置に提供します。残念
ながら，古川さん滞在中に多目的
実験ラックを利用した実験は行わ
れませんが，来年「きぼう」に輸
送される水棲生物実験装置によるメダカの実験を皮切りに，多
くの実験が計画されています。その他，タンパク質結晶育成
実験や温度勾配炉のヒーター点検などなど，作業が目白押しで
す。多忙なスケジュールですが，無事にこなして元気に帰還さ
れることを祈っています。　　　　　　　　　　　（石川毅彦）

　創設から52年目となる第28回宇宙技術および科学の国
際シンポジウム（ISTS）が，6月5日から12日まで，沖縄県
宜野湾市のコンベンションセンターで， “Exploring Humans, 
Earth and Space〜the quest begins in the island of peace 
Okinawa〜” をメインテーマとして開催された。
　3月の東日本大震災の直後は，果たして予定通り開催しても
大丈夫かどうか懸念があったが，会場の沖縄は震災の影響を
まったく受けていないこと，また日本全体が意気消沈している
わけではないことを世界に発信するという意味も込めて，荒川
義博組織委員長名で「予定通りISTSを開催する」というメー
ルを広く送付した。共催である沖縄県の方々の意気込みも，こ
の決定に大きな支えとなった。実際の発表講演は675件（国内
594件，海外81件），参加登録者は881名と，いずれも過去
最高であり，開催地である沖縄の魅力とともに，本会議の学術
的な重要度と評価の高まりによるものと考えられる。ただし震
災の影響は，海外からの発表キャンセルが41件と多いことに
現れた。

　学術セッションの構成は，化学推進から宇宙法まで18であっ
た。最近重要性を増した宇宙生命科学，宇宙エネルギーシス
テムを新たに独立セッションとした一方で，気球については観
測時期と重なるためにセッションを組めなかった。パネルディ
スカッションは，①Human Exploration in Space（宇宙医学，
有人プログラムなど），②Earth（地球観測）と沖縄の海洋環境，
さらには震災と復興に対する宇宙技術の貢献，③ロケット事故
から打上げ再開に至るまで，④宇宙デブリと軌道の安全性，と
いう企画で国際的な視野で意見交換が行われた。また昨年無
事地球に帰還した「はやぶさ」に関する特別講演・セッション，
帰還したカプセルの展示などが行われ，好評であった。
　学術セッションと並行して，国際宇宙展示会とこどもサイエ
ンスフェスタが同じ会場で開かれ，期間中の総来場者数約1万
6000名と大盛況であった。
　次回は2年後，名古屋市において「愛知・名古屋ISTS」と
して開催されることが決定されている。

（第28回ISTSプログラム委員会委員長・本間正修）

バイコヌール宇宙基地から打ち上げられた
古川宇宙飛行士搭乗のソユーズ宇宙船©NASA
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時には必要かもしれない。昔を振り返ることは。この機会
に30年間に発行された『ISASニュース』を，かいつまん

で斜め読みした。意外な発見や新しい知見が多く，実り多い時間だっ
た。ぜひ再訪してほしい。　　　　　　　　　　　　　　　（清水敏文）
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宇 宙 ・ 夢 ・ 人

—— 『ISASニュース』と同い年だそうですね。
笠原：はい，今年30歳になります。4月に編
集委員になって初めて出席した編集委員会で，

「30周年記念号のインタビューは30歳の人が
いいね」という話になり，「笠原さん，いくつ？」

「今年30です」「決まり」……ということで，
今ここに座っています。
—— 編集委員会はどのような雰囲気ですか。
笠原：まず，皆さんとても忙しい方々なのに，
出席率が高いことに驚きました。そして，研究
成果には直接結び付かないにもかかわらず，どうしたら『ISASニュー
ス』がもっと良いものになるか，一生懸命話し合っている。その様
子に感動しました。
—— どういう経緯で編集委員を引き受けたのですか。
笠原：編集委員をされている同じ宇宙プラズマ研究系の松岡彩子さ
んから声を掛けていただきました。編集委員って，正式に任命され
るものではないのですね。『ISASニュース』は学生時代から読んで
いましたから，その中身を考えるのも面白そうだなと，喜んで引き
受けました。以前から宇宙科学や宇宙研について一般の人々にもっ
と伝えるべきだと考えていて，学校での講演なども積極的に行って
います。でも，講演は難しいですね。私の専門は宇宙プラズマです
が，「プラズマとはイオンと電子の粒々です」と説明しても，子ども
たちはきょとんとしている。編集委員の経験を通して，宇宙科学を
分かりやすく伝える技も身に付けたいですね。
—— 現在は，どのような研究をされているのですか。
笠原：磁気圏観測衛星ERGに搭載する中間エネルギープラズマ分
析器を開発しています。ERGが観測するバンアレン帯には，エネ
ルギーが低いプラズマと非常に高いプラズマがあります。理論研
究などから，高エネルギープラズマの生成には中間エネルギーのプ
ラズマが重要な役割を果たしているらしい，と考えられています。
しかし，これまでの衛星に搭載されている分析器では中間エネル
ギープラズマの観測が難しく，粒子の加速メカニズムは未解明の
ままでした。そのため，中間エネルギープラズマ観測の実現が切望
されていたのです。
—— 世界初の分析器をつくるのですから，苦労されたのでは？
笠原：大学院での研究テーマに決まってからは，一日中，分析器の
ことばかり考えていました。1ヶ月ほどたったある日，もう寝ようと
ベッドに入ったところ，ふとアイデアが浮かんだのです。取りあえず
メモだけして寝ました。翌朝メモを見直し，これはいけると確信しま

した。それが，現在開発中の分析器です。最大
の特徴は形。従来のプラズマ分析器から形状
を変えてしまうことで，中間エネルギープラズ
マの計測を可能にしました。怖いもの知らずで
失うものが何もない大学院生だったから，そん

な大胆なアイデアが浮かんだのでしょう。現在は，実験室で試験を
しながら改良を重ねているところです。ERGの打上げは2014〜15
年の予定です。世界最高スペックで中間エネルギープラズマを計測
し，粒子が加速される様子を捉えることができると期待しています。
—— どういう子どもでしたか。
笠原：小学生のころはミニ四駆の改造にどっぷりはまりました。市
販のパーツでは満足できずに，パーツを手づくりして極限まで軽量
化し，友達と速度を競っていました。そうした工作好きが，分析器
の開発につながっているのかもしれません。
—— 好きな教科は何でしたか。
笠原：体育。体を動かすことが大好きで，中学・高校はバスケット
ボール部，大学では体育会ヨット部に所属していました。ヨットは
優雅に見えるかもしれませんが，過酷なスポーツです。でも，ごく
まれに，晴天で風がほどよく吹いて，とても気持ちのいい日があり
ます。そういう日にぼーっと海に浮かびながら，このまま勉強らし
いこともせずに大学を卒業して就職するのは何だかもったいないの
で大学院へは進学しよう，と思ったのです。そして，流れに身を任
せ，気が付いたらここに来ていました。
—— 30 年後はどうしているでしょうか。
笠原：今年，子どもが生まれました。女の子で，めちゃくちゃかわ
いい。30年後，彼女がすてきな人と出会って幸せになっているとい
いな……。あ，研究のことを話した方がいいですか（笑）。
　磁気圏の研究は，木星や土星，系外惑星へと広がっています。私
も木星磁気圏の観測データ解析や将来探査計画の搭載機器の検討
にも加わっています。今後10〜20年で，木星や土星，系外惑星の
観測が進むでしょう。それらの観測結果を理解するためにも，20〜
30年後には再び地球に戻ってこないといけない。そのときも，自分
が開発した分析器で新たな発見をしたいですね。そのためにも「三十
にして立つ」をモットーに日々励んでいます。難しいですが……。

『ISASニュース』と同い年です
宇宙プラズマ研究系 助教

笠原 慧
かさはら・さとし。1981 年，埼玉県生まれ。博士（理学）。
2009 年，東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専
攻博士課程修了。2009 年，JAXAプロジェクト研究員。
2009 年〜 2011 年，工学院大学非常勤講師（兼任）。2011
年より現職。専門は磁気圏物理学。ERG衛星に搭載する
中間エネルギープラズマ分析器の開発などを行っている。


